
 1 / 2 

 

城陽市カーボンニュートラル補助金事業開始変更承認申請書 

 

 年  月  日 

（宛先） 城陽市長 

                                                      〒 

                   （申請者）住所：城陽市              

 

フリガナ                           

                      氏名：                 

                      電話： 
                      ※記名押印に代えて署名することができます。   

 

城陽市カーボンニュートラル補助金交付要綱第８条の規定に基づき、関係書類を添えて、次

のとおり事業開始変更承認を申請します。 

 

※ 補助対象事業の□にチェック(☑)を入れ、必要事項を記載してください。 

※ 自家消費型（FIT 売電可）での高効率給湯機器又はコージェネレーションシステムの同時設置について 

申請される場合は、高効率給湯機器・コージェネレーションシステム欄のみご記入ください。 

□ 住宅用太陽光 

発電システム 

と住宅用蓄電 

池システムの 

同時設置 

（自家消費型 

（FIT 売電不可）） 

※FIT（FIP）制度以外 

【申請概要】 

設置場所  ：城陽市                                  

事業着手予定日：   年  月  日  

※契約又は工事開始のいずれか早い方の日付 

設置完了予定日：   年  月  日 

          ※事業実施に必要な期間が１年以上で、２年度に渡ること。 

 補助対象経費  ：       円（税抜） 

❶太陽光発電システム 

○公称最大出力：    kW ※小数点以下切り捨て 

※合計値が２kW以上のものに限る。 

○パワーコンディショナー 

 定格出力  ：    kW ※小数点以下切り捨て 

補助金   ：    kW ×20,000 円＝     円－➊ 

※太陽光発電システムとパワーコンディショナーの 

定格出力の合計の低い方の数値とする。 

※上限８万円とする。 

➋蓄電池システム 

蓄電容量  ：    kWh ※小数第２位以下切り捨て 

補助金   ：    kWh×30,000 円＝     円－➋ 

※上限１８万円とする。

【申請金額】   １万円＋➊＋➋＝        円 

             ※補助対象経費の１／２以内とする。 

□ 住宅用高効率給湯機器 

□ 住宅用コージェネレー 

ションシステム 

【申請概要】 

補助対象経費  ：       円（税抜） 

【申請金額】 ：                 円 

※補助対象経費の 1／2、千円未満端数切り捨て 

   ※高効率給湯機器は上限 30 万円、コージェネレーションシステムは上限 80 万円とする。 
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【代理申請の場合】※申請者本人以外が申請手続を行う場合は、下記にご記入ください。 

事業者である場合は、会社名、担当者を併せてご記入ください。 

□ 私は、下記の者を代理人と定め、申請する補助金の事務手続一切の権限を委任します。 

なお、代理人が行う事務手続について、一切の異議を申し立てません。 

代理人氏名：             電 話：                                

住 所：               ※事業者の場合は、会社の所在地をご記入ください。 

会社名：               担当者：           

※ 添付資料 

・変更内容を確認できる書類（見積書、工程表等） 


